
平成 23 年 9月 補正予算要求事業調書
１　予算要求事業の概要
№

20 新規 拡大 継続

款 項 目

4 1 1

番号 事業名

事　業
コード 事業名

　平成22年度の介護保険事業特別会計の収入支出決算剰余金から、社会保険診療報酬支払基金・
国・県負担金の前年度超過交付分の償還金を差引いた金額を、介護保険保険給付費等準備基金へ
積み立てます。

<目的>
　介護保険事業は3年を1期とした中期財政運営であるため(平成21～23年度)、単年度における
収支差額が発生した場合は、準備基金をもって運用し、介護保険事業の安定した運営を確保し
ます。

<目標(平成23年度末)>
　準備基金の残高(23年度末見込)　　4,036,016,209円

<現状(平成22年度末時点)>
　準備基金の残高(22年度末時点)　　3,923,338,299円

<課題>
　介護保険事業は3年を1期とした中期財政運営であるため、単年度で収支差額が発生しても3年
間の事業計画期間(平成21～23年度)を通して収支が均衡することになりますが、保険給付費及
び介護保険料の額が百億円単位と高額であるため、正確に額を見込むことが困難です。そのた
め、3年間の事業計画で準備基金に余剰が発生した場合(収入過多の場合)は、余剰分を次期計画
に繰り入れ、第1号被保険者保険料の上昇分を抑制する予定です。

　平成23年9月定例会にて議案が可決された後、速やかに平成22年度の介護保険事業特別会計の
収入支出決算剰余金から、社会保険診療報酬支払基金・国・県への前年度超過負担分の償還金を
差引いた金額を、介護保険保険給付費等準備基金へ積み立てます。
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予算要求事業の概要

根拠法令・条例・規則等 平成12年度介護保険の保険者の予算編成について(平成12.1.26 厚生省介護保険制度施行
準備室長通知)、さいたま市介護保険保険給付費等準備基金条例
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２　補正予算要求の理由と効果
　平成22年度決算により繰越金のうち準備基金への積立額が確定したので、速
やかに基金に積立て、運用利子を確保し、介護保険事業の安定した運営を確保
する必要があります。

根拠法令等
さいたま市介護保険保険給付費等準備基金条例
政令市：介護保険事業特別会計で剰余金が発生している市
県内他市：介護保険事業特別会計で剰余金が発生している市

対象者 介護保険被保険者
　介護保険事業の安定した運営を確保します。

３　補正前予算と補正予算要求の内容 (単位：千円）
区 　分 金　額

<積算内訳>
１　基金運用利子

23 ① 財産収入 16,427

<積算内訳>
１　介護保険事業特別会計の実質剰余金

① 一般財源 112,678

<査定内容>
9 １　介護保険事業特別会計の実質剰余金

① 一般財源 112,678

<査定理由>

<査定内容>
１　介護保険事業特別会計の実質剰余金

① 一般財源 112,678

<査定理由>

要求理由
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　繰越金額の確定に伴い、介護保険保険給付費等準備基金に速やかに積み立てるべきと判断し、9
月補正予算に計上することとしました。

112,678

　財政局長査定の内容及び理由について、適正と認められるため、財政局原案のとおりとしまし
た。

112,678

財源内訳

市長査定

財政局長査定
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